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八千代台東南公共センター
施設内多目的ホール/音調整室

令和 5年9月15日金

対魚機器

・多目的ホール内音設備
移動式ワゴン機器一式

音゜調整室内機器一式
多目的ホール内スピーカー

作業内容
・上記対象機器の動作確認及び外観確認

※詳細は別紙参照

・綴台袖音ワゴンのカセットデッキ(上段)について
コディスプレイの表示不良及びノイズあり

・ワイヤレスマイクにの不具合について(WM-970 × 1本)

⇔「感度不良」とメモの貼付けがあるマイク1本が電源入らず。
入の翊りを繰の返し復旧。接点不良の可能性あり。

・鑓台袖ミキサー(音調整卓)の出力接点不良について
=スピーカーの左側出力低下を確認。ミキサーのOUT端子及びラックか

ら壁端子に繋がっている配線端子部分を清掃し復旧。
劣化に伴う接点不良の可能性あり。

・映写室内ミキサー(音響調整卓)について
.才モニタースピーカー用の配線ヒユーズBOXに破損あり

・メインスピーカーの配線について

⇔被覆の破れあり。

結果

一式

任者 ^

御提案事項

システム全体的に劣化が散見されます。

特に音響調整卓が故障した場合、ホールの運用に支障が出てしまう為
更新の御検討をお願い致します。
その他マイク等の周辺機器に関しても消耗品の劣化が著しく、こちらも
運用に支障をきたす可能性が御座いますので、併せて更新、是正の

御検討をお願い致します。

備考

名
所
日
者

施
検

件
場
実
点



検仕点

お客様名:八千代台東公共センター 様

1.対象機種

_音饗_設備__.____,___,...,.,..__...

2.定期点検

(1)定期点検の目的
・異常箇所の早期発見・故障発生の末然防止を行い、設備を常に最良の状態に維持

します。
定期的な点検の結果に基づいた整備を行い、設備の寿命を延ぱし、故障回数を減
少させる事が出来ます。

(2) 点検回数:年1回

( 3) 点検作業の内容
外観点検:損傷・腐食・結線緩みの有無等の調査と清掃a.

機能点検:異常動作の有無確認と消耗部品の調査b.

簡易調整・整備(ヒユーズ等の交換)C.

(4)点検結果の報告
各回点検の終了毎に、点検結果報告書を作成しご提出します。

(5)関連諸法規により技術員の資格または点検業務実施方法が定められている場
は、これらに従い実施します。

消耗部品の交換及ぴ修理

(1)設備の使用期間・設置環境によの消耗部品の交換時期になる場合は同時に交換し
ます。

定期点検時に異常箇所が発見された場合、または不具合の発生が予測される場合
は、お客様にご報告の上、修理を実施します。ただし対急機種または修理の内容
に依の、持ち帰り修理まだは別途修理実施日の日程を打ち合わせの上、実施しま
す。

スポット修理
万が一故障が発生した場合、お客様の要謂に依り出張修理を行います。但し、弊
社との間で電話等による状況説明に基づき、対策等の打合せを行い、お客様ご自
身で修復可能な場合は、緊急措置あるいは修理(または修理品の送付)を依頼す
る事があります。

対魚外事項(別途ご請求)

1 修理作業(軽微な物を除く)
②配線の障害復旧
3 下記原因による障害の復旧作業
・水害・地震等の天災地変
・不適切な使用
・弊社以外または弊社指定のサービス会社以外による工事・施工に依り、機器に影

響を与えた場合。
・対魚機種以外の機器故障によるもの。
4 高所作業車が必要恋作業



【放送室内】
グラフィックイコライザー: PS-G301.

点検項目

ケース、ビスのキ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

音声の確認
ス舮ーカーの歪み有無

動作確認

判定

設備保守点検基準及び点検表

システムアンプ:PTA-506

点検項目

ケース、ピスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

設定SVVの位

表示ランプ

電圧確認
スピーカーの歪み有無

コネクター端子

備考

点検方法
目視

触診/目視

目視

感

目視確認

システムミキサー

点検項目

ケース、ビスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

表示ランブ

動作確認

ガリ等の接触不良

部品劣化

湾婦実施

0:良△:修

判定
0

令和5年9月15日

4.カセット CDデッキー式

済

点検方法
目視

触診/冒視

目視

目視

測定

聴感

目視

X:要恪理

備考

ケース、ピスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

設定SVVの位

表示ランプ

再生録音の動作確認

部品劣化

判定
0

0

0

0

0

0

0

ワイヤレスチユーナー:WT904B

点検項目

ケース、ピスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

表示ランプ

受信状況確認

ガリ等の接触不良

部品'化

点検方法

目視

触診/目視
目視

目視確認

目視/聴感

触診/目視

.

備考

清掃実施

増し締め

点検方法
目視

触診/目視

目視

目視

測定

触診/目視

備考

,掃実施

ヒユーズポックス破損

点検方法
目視

触診/目視

目視

聴感

目視聴感

珍/目

備考

,掃実施

舵外へ"の消耗有

0
0
0
0

音

隨
0

"
0
0

0
0
0
0

0
0
0
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【移動ワゴン】
1.システムミキサー

点検項目

ケース、ビスのキズ、腐食の有無
ケールの接続状況

表示ランプ

作確認

ガリ等の接触不良

部品劣化

設備保守点検基準及び点検表

2.カセット CDデッキー式

ケース、ビスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

設定SVVの位

表示ランプ

再生録音の動作確認
部品劣化

3.メインスピーカー. PS707

点検項目

ケース、ピスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況

汚れの有無、クリーニング

晉声の良否

インピーダンス

点検方法
目視

触診/目視

目視

目視確認

自視/聴感

触診/目視

0:良△:悔堵済

判定

0

令和5年9月15日

4.はね返りスピーカー:PS-S506

点検項目

ケース、ビスのキズ、腐食の有無

ケーブルの接続状況
汚れの有無、クリーーング

音声の良否
インピーダンス

点検方法
目視

触診/目視

目視

目視

測定

触診/自視

X:要旛理

備考

判定
0

0

ン ン

・ SPI (メイン右)
・SP2 (はね返り右)

260Ω
11kΩ

点検方法
目視

触診/目視

目視

聴/調整

測定

備考

,掃実施

画面表示不良

ノイズあり

カセ"ヘ,ドの消耗有

判定

10Ω
16Ω

点検方法
目視

触診/目視
目視

聴覚/調整

測定

て50MΩ、

SP3(メイン左)
SP4 {はね返り左}

配線被覆の割れあり

備考

判定

12Ω
16Ω

備考

SP5(ロピー)
モニターSP

0
0
0
0
0

音

O
X
X
X

O
×
0
0
0

0
0
0
0
0



【マイク】
コンデンサーマイク

点検項

破、腐食の有無

接続部の状況

スイッチの作

収音機能ノイズの有無

備考

設備保守点検基準及び点検表

有線マイク: MV-P712B

点検項目

破損、腐食の有無

接続部の状況

収音機能ノイズの有無

.

C-38B

目

X 2本

有線マイク: MD-707

点検項目

破損、腐食の有無

接続部の状況

収音機能ノイズの有無

B23マイク袈示句れ

B23マイク途畑れ有り

点検方法
目視

触診/目視

目視

聴感

X 2本

ワイヤレスハンドマイク

点検項目

破損、腐食の有無

接続部の状況
スイッチの動作

収音能ノイズの有無

判定

令和5年9月15日

判定

X 2本

点検方法
目視

触診/目視

聴感

備考
C・38B 印へコみ有

ワイヤレスピンマイク.

点検項目

破損、腐食の有無

接続部の状況

スイッチの動作

収音機能ノイズの有無

備考

VVM・P970

判定

点検方法
目視

触診/目視

聴感

備考

X

感度不良赦

4本

点検方法
目視

触診/目視

目視

聴感

MD707:WM-P980 × 3本

点検方法

目視

触診/目視

目視

聴感

判定 備考
一本風防割れ有

判定

X
O
0
0

0
O
X

音

X
O
0

0
O
 
X
 
X

0
0
0
0



P-1

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

システムミキサー

調整室

作業前

、千代台東南公共センタ

多目的ホール音設備

音調整室

システムラック

作業前

八千代台公共センター

多目的ホール音設備

調整室

音源機器

作業前

音

音
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'直、

作業前

ハチ代台東南公共センター

多目的ホール音設備

移動ワゴン

ミキサー

作業前

ー.、1、゛'
、ψ

八千代台東南公共センター

多目的ホール音,設備

マイク

作業前

'
¥
一
、



宙

P-3

ハ千代台東南公共センター

多自的ホール音設備

移勤ワゴン

音源機器

点検中

八干代台東南公共センター

多目的ホール音響設備

移動ワゴン

ミキサー

点検中

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

移動ワゴン

令

ミキサー

点検中



盲

P-5

八干代台東南公共センター

多目的ホール音設備

移動ワゴン

接触確認清掃作業中

ミキサー

八千代台東南公共センター

多目的ホール音,設備

移動ワゴン

録音確認作業

ハ千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

メインスピーカー

動作確認



盲

P・6

八干代台東南公共センター

多目的ホール音響設備

はね返りスビーカー

,掃作業

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

メインスピーカー

配線破損あり

ハ千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

マイク

動作、収音確認
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P-フ

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

マイク

動作、収音確認

B23マイク電源不良有
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八千代台東南公共センタ

多目的ホール音設備

音 調整室

システムミキサー

配線点検作業

0

0

0

.

^

0

0

6

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

音 調整室

システムミキサー

配線点検作業

'
一
一
、
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P-8

ハ干代台東南公共センター

多自的ホール音響設備

音 調整室

システムミキサー

ヒユーズ破損有

《C・
八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

音 調整室

システムラック

抵抗値測定

八干代台東南公共センター

多目的ホール音設備

調整室音

システムラック

音声確認



盲

P-10

八千代台東南公共センター

多目的ホール音設備

調整室白

システムラック

動作確認中

八千代台東南公共センタ

多目的ホール音設備

音調整室

システムラック

接続接点清掃

舮

川H,リ

^

,、、

八干代台東南公共センター

多目的ホール音設備

音調整室

音源機器

接続接点清掃

?
气

气風



舞台設備保守_点__検報_告書_
八千代台東南公共センター

2023年3月6日



舞台機構吊物保守点検について'ト肥の通り御祁告申し上げまt。

D点実施罰:2023年3月6日

2点施:八千代i」八千代厶公共センター

3 対象設"'名:ホーノレ
●臭

構・照明台

4)、業担当者:

5)ノ念検結果:将設俳詳細報告は別紙『点検作業表』を御参照下さい。

点検結果記号 0:通常点検のみ△.鯛整済●:要注意

、点項目 考Nb,設

・調整1吊物設備 の経り化による信性の

・整2 可」ステージ リ

・測定3 照明 "

吊・可ステージ・照明について

全設備ともに設より30年以上が過。点検時に致命的な陥は確認さないものの

・はわれているものと」定されまび"全その

を能的かつ安全に使用頂く為にも大規改修の時と秀えまt。A とも

特に吊物設備(を除く)に用されている杉電は構造1・の・に比べて

全一'はより下していると rされま・_し同型の僑形電動機は製造メーカー

のよ"な件での使用が出来ず、大規模改修のにはの士様変更により在で

機構(方式)の免鳳しが必要です。(筒形電からギヤドモーター<の更

6)特記事項

X:要補修

8
 
9

.

.

.

点
点
点

4
 
5
 
6
 
7



吊物設

点凋

俺・Vフ゜ーリー・ベノレト

減速部油漏れ・異音

マグネットブレーキ

リイヤ^取ドラム・ヒ'ローブロック

チェーンの・スフ'ロケト

モーターヘ'ースの歪・取付ホ'ルト

振コ'ム・取寸ポルト

枝滑車へ'アリングの磨耗

横滑車、元滑車の磨耗

ワイヤーロープの絡み

ガイド

固定吊口ープ

各部の注油

各取付別ルトの緩み

その他異常音・温度上

リミットスイッチ

突上げ安全スイッチ

動:御r マグネットスイッチ

・盤の各部品

絶縁テスト

(園憲/大地問)

ホ'ーダーケーフ'ル・引留碍子

バトン水平確認

カーテンレーノレ

幕類外観

幕類高さレヘ'ル

幕類防炎効果の判定

開閉口ープ

砂袋(ウェート)レヘ'ル

備考

保守点

対線設備椴帳

電励

検作業

BL用ハ'トン

電

照

/型式 3301 卜bHB5781

SI'用ハ'トン

電動

良

別紙参照

良

吊物ハ'トン

電動・降

良

別紙参照

NO' 1

スクリーン

電動

良

別紙参照

増

良

別参照

良

別紙参照

良

良

良

別紙参照

良

良

泣

絶縁試験使用機瓣:50OV 幼ソ造者瑠:共立

油

良

別紙参照

良

良

一
一
良
良
良
良
一

良
一

票

一
良
参
一

良
良
良
良
一

良
一

一
良

一
一

良
一
一

Ⅱ男

良
良
良
一

良
良
一
良
良
良
良
一

給
増

一
一

良
良
一
一
良
良
良
一

油
締

良
良
一

一
一

油
締

照

良
良
一
良
良
良
良
良
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

油
締

良
一

一
一
一
一
一
一

別

一
一

良
良
良
一
良



吊物設備

点項

餓動機・νプーリー・ベルト

滅速機油漏れ・異音

マグネットプレーキ

リヤー巻取ドラム叱'ローフ'ロッウ

チェーンの緩み・スフ゜ロケット

モーターへ、ースの歪み・取付ポルト

防振コ'ム・取付ボルト

枝滑車へ'ア,ングの磨耗

横滑車、元滑車の磨耗

ワイヤーロープの絡み

耗

ガイド

固定吊口ープ

の注油

、ホ'ルトの

その常音・を.

リミ・トスイ・チ

突上げ安全スイッチ

マグ・トス・チ

のロロ

絶縁テスト

(電圧/、地闇)

ホ'ーダーケーブル・弓1留碍子

バトン水平確認

カーテンレーノレ

幕類外観

幕類高さレヘ'ル

幕類防炎効果の判定

開閉口ープ

砂袋(ウェート)レヘ'ル

備考

保守

対猟設備袖幕

電昇

点検作業票

バック幕サイドスホ'ツH

俺」降電動閉

良

/型式 3301 1、.HB5781

良

別紙参照

サイドスホ'ツト2

電動開閉

良

別紙参照

NO.

暗幕

俺動

2

良

良

別紙照

別紙照

油

良

良

別紙参照

良

別紙参照

良

別紙参照

良

絶縁試験使用

良

良

:50OV メカソ造者糸:共立電

照

良

別紙照

良
一
一
良
良
良
良
一

良
一
一
良
良
良
良
一

良
一

良
良
良
良
一
一
良

一
一

油
締

一
一
良
良
良
良

油
締

一
一
良
良
良
良
一

一
一

一
一
良
良
良
良
一
一

一
良

良
一

一
一
一
一
一

一
良

良
紙
一
良
一
一
一
一
一
一

油
締

Ⅱ月

良
良
良
一
良

一
一
一

一
一
一
良
良
良
一
良



、検項目

俺則」機・Vプーy-・ベノレト

減速機油漏れ・異音

マグネットプレーキ

リイヤー巻取ドラム,ヒ'ローフ'Uツク

チェーンの緩み,スフ'ロケット

モーターヘ'ースの歪み・取付ボルト

防振二'ム・取付ホ'ルト

枝滑車へ'アリングの磨耗

横滑車、元滑車の磨耗

ワイヤーロープの絡み

磨耗

対象設備サイド幕

手動開閉

保守点検作業票

ガイド

固定吊口ープ

各部の注油

各取付ポルトの緩み

その他異常音・温度上昇

リミットスイッチ

突上げ安全スイッチ

動作制御マグネットスイッチ

操作盤の各部品

絶縁テスト

可動ステーヅ

電動収納

良

良

良

良

良

良

良

大地

ホ'ーダーケープル・引留碍子

バトン水平確認

カーテンレーノレ

、外観

高さレへ、ル

防炎効果の判定

開閉口ープ

砂袋(ウェート)レヘ'ル

考

別参

型式 330I NO.HB5781

別紙参照

縁試験使用機器:50OV 幼ソ製造者名:共立電機

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
良

一
一

油
締

給
増

良
良
一
良
良
良

良
良
良
良
良
良



NO,吊物名称

1帳

2BL用バトン

3SI,バトン

4 吊物バトン

種別

直

直

保守点検作業表

ワイヤー消耗率測定結果

消耗率 吊物右称

6.6%

6.フ%

6,フ%

5.9%

5.2%

5.2%

5.3%

5.3%

3.フ%

2.9%

公称径

2.0棚n

2.5mm

2.5mm

2.5mm

2.omm

2,omm

2.omln

2.omm

2.omm

5.omm

直
'.

直

種別 公材、

評

・ワイヤーの消耗率を測定した結果、M欲 6.フ%~MiΠ2.9%でした。

現在の所、間題ありませノν。

NO.4

'耗率

参考

・当社では『建設名懸垂物安全指針』及ぴ『労働省安全指針』を参考に下記に該当する
ワイヤーロープは使朋禁止とし交換をお勧めして兆りまt

1.ワイヤーの消耗率が7%を超えたもの。

2.素線の10%以上が断線したもの。

3.キンク(ねじれたり、折れ曲がる事)したもの。

4.表面腐食の見られるもの、または形崩れの見られるもの。

5.経年劣化により内部腐食の恐れのあるもの。

称 BL:ポーダーライト SL:サスヘ゜ンショソライト

圃
■
■
■
■
■
■
■
■
匪
■
■
■
■
■
詔
■
■
盟

冷トイサ

ク
'
囲
翻
翻
囲
囲
■
■
亜
■
盟
■
■
■

ト

、
ソテ可



SL:サスペンションライト

メガ造者:共立工業

口

帳

俺圧

2BL用バトン

UI

DI

CI

3SL用バトン

U2

D2

C2

4 ハ'トン

U3

D3

C3

5 スグjーン

U4

D4

C4

保守点検作業表

、縁抵抗測定結果

大地 口路1★1

フサ什'ス村ツト(前)

U7

D7

C7

8 サイド林'・ト'

U8

D8

C8

10OV

10OV

10OV

10OV

略称 BL:ボーダーライト

試験使用器 50OV

風

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

電圧

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OV

10OV

10OV

良

易

NO.

9暗

大地

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OV

10OV

10OV

型式 330I NaHB釘81

5

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

備毒

・火地間の抵抗値はIMΩ以上あれば良いこ巴になって霜り、問題はありません。

結

良

良

10 可動ステーヅ

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OV

10OV

10OV

10OV

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

良

良

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

良

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

20OV

20OV

20OV

良

良
良

良
良
良

良
良

良
良

良
良
良

良
良

良
良

良
良
良

C
H
U
D

良
良

U
 
V
 
W

良
良
良

X
 
Y
 
U
 
V

良
良

良
良
良

良
良

良
良

1

N

5
 
5
 
5

U
 
D
 
C



照明

主開器

負荷開閉器

直調如替スイッチ

電磁開閉鼎

表示灯類

空衿フン

直調蜘替マグネットスイッチ

罰光器

各種ヒューズ類

操主スイッチ

直沈電源装儘

自動鯛光装置

鯛光操作押ホ'タン

欄光操作フェーダー

糊光操作ホ'りユーム

操・スイ、チ

遠方操作BOX

接態

裏面E醐

端子ム

配電盤

保守点検作業票

考

(2 設

点

・トラ心

ホ'ーダーライト

スヘ,ンションライト

アッハ'ーホリゾントライト

ロアホリソ'ントラ外

クセノンビンスが0トライト

カラーチェンシ'+ー

サイドスばtツトライト

結果

NO,

備

'ーダーケーフ'ル

続端f箱

ウォールコンセント

6

増締

締

考

備考

現段階において動作不良は見られないものの、全ての設備は経年劣化により、その動作

信頼性は失われてきています。

・サスペンションライトの3台及ぴプットライトに電球切れあり。

会館に予備球がなく未交換。

会館予備品欠品分

サスペンションライト用電球 JPDI0OV-50OW CT/G

フットライト用電球 JDI0OV-85W NP/E 必要数:6

必要数:2

良
良
良
一

良
良

良
良
一
良
良
一
良
良
良
良
一

.

1
点

良
一
良
一
良
良
良



照明設備

(3)絶縁抵抗試験

使用測定:50OV メガ

A 上一括'

測定条件

ギ粋MCCB:OFF

分岐MCCB:ON

ニュートラルS、V:ON

※主幹MCCBの二炊側にて

測定

保守点検作業票

B '回測定

測定条

MCCB:OFF

ニュートラルS、V:OFF

モニターヒュース':OFF

※ノ MCCBの二

定

型式:330I NO!旧5781

総主幹

客席主幹

R-E

造:共立電

荷名

オールコンセント NQI

オールコンセント NQ2

ホ、ータ'ーライト N41

ホ'ーダーライト N42

ホ'ーダーライト HO,3

サスヘ゜ン、ンヨンライト Nα1

サス<゜ンションライト N住2

サス<'ンションライト N驫3

サイト'スホ'ツトライK上手)

サイト'スホ'ツトライK上手)

サイト'スヨCツトライK下手

サイト'スホ'ツトライト(下手)

側にて

S-E T-E

※試験は分回路ごとに実施

するが報告書には負荷名称

ごとにまとめて記載する

備考

・抵抗値はIMΩ以上あれば良い事になって粘り、問題はありません

N-E 結

L-E

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

N-E

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

10OMΩ

N01

N02

NO.1

N12

良

良

一
一

一
一



保守点検作業報告書

1 吊物戒 1

冬成備動鮓仙脇

2 吊物般 11

W咋マ"?i,1抑

3 吊物般

パド削締

◆,k



しみy
、

保守点検作業報告書

4 吊物設備

ワイヤ淵木企物

倉

締

.

5 吊物毅"

操作制餓

栂成部開弸作硫韶

6 吊蛎設'

嫌作制

端了締

0
 
0



保守点検作業報告書

7 可動ステ

動竹砿1'

フ

8 "1劇」ステージ

動作碇認

9 河卯」スノ'

動ξ確糾

セット立枇)



保守点検作業報告書

@.

10 " 」スフーシ

ム'扮

皿'ι

U "f動スシ

ピッ内点

12可動ステージ

舳動Yノノ独" ,豊



保守点検作業報告書

13 "1四」メテージ

馴動J 淵鰯

,,瓣, ,1ごミニニ

J

14 11f動ステージ

削御郷端子斯締

U UUU

U

1 ＼

15 照明設側

剛光1:〔

構h 部品動T硫認

、' 1'

叉.

1

X.

1

^

,

〆
傑

.
'
',

.
静

f・
叫
ム

.

.
一

゛
員

ー
、
一
゛



保守点検作業報告当

16 照明,徒

'亡、 1',、即

"

17 照明"i

点灯試験

18 照明設伽

齢R.滑揃



顧客*.

回数

電子交換機設備保守報告書

柳客

検剛

1、A武烏

2

"付

定期

木定瑚

1節'i11:
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'、 守点
多目的ホーノレ5F

八千代市緑ケ丘公民館.様

'1二

2023年9月20日



舞台機構保守点検にういて下記の通り御報告申し上げます。

D点検実施日:2023年9月

2)点検施設名:5F 多目的ホール

3)対象設備名:舞台機構保守点検(跳ね上げ舞台・吊物設備)

4)御担当者名:

5)作業担当者:

田総評

・各殻備

・制痕盤

20日

取付ボノレ^

端子

・ワイヤーロープについて

内で致命的な異常(キンク、断線など)は確認されていませんが、設鍾より

20年以上が経過して給り、その安全信頼性は経年劣化により失われているものと

締

判定されまt。

ワイヤーは吊物設傭に翁いては重要部材のーつと捉えられ、安全性確保の為には

適宜な交換を要する部材です

から交換を粘勧め致じま

当該施設のワイヤーに関しても安全性保の



点検項目

昇降マシン取付状況

電動機部作確認

フ'レー寺部動作確認

巻取ト'ラム外傷・変形

駆動シャ外外傷・変形

巻取シャフト外侮,変形

ハ勺ーシリンタ'一取付状況

ハヤーシリンダー動作確認

滑車類取付状況

滑車類動作破認

ワイヤーロープの絡み

ワイヤーロープの暦耗

末端処理部変形・緩み

固定吊口ープ

於"スイゥチ動 ・取付況

ファイナルスイッチ動十戸確認・取付状祝

制御盤各部品動作確認

各端子部接銃状況

各回路絶縁抵抗試験

対象設備吊物ハ'トン↑b1 吊物ハ'トンN02

電動昇降電動昇降

増締 増締

良

良

保守点検作業表

増締

良

測定値データ 10OMΩ以上 10OMΩ以上 10OMΩ以上 10OMΩ以上

0ターロックシステム動,乍確認

人感センサー動fF確駆・取付状況

操作盤各部品動イ散露・取付状況

バトン・レーノレ水平確認

フレーム水平確認

仕上げ外観

幕類到観

蒋類高さレベル

幕類防炎効果の判定

開閉装置作確認

開閉口ープ

砂袋(ウェート)外傷・紛失

備考

・吊物バトン倫1及ぴ2 『ワイヤーロープの摩耗』1こついては総評を御参照下さい。

映写ス夘ーン

電動昇降

増締

良

跳ね上げ台

電動昇降

増締

総評参照

増締

総評参照

増締

増締

、

良
良
一
良
一

一
一
一
良
一

良
一

一
一
一
一
一

良
一

一
一
一
一
一
一
良

締

良
良
良
良

増

良
良
一
一
一
一
良
良
良

良
良
良

一
一

締
良
良

良
良
良
一
良
良
一
一
一
一

締

良
良
良
良

増

良
一
良
一
一

良
良
良

良
一
良
良
一
良
一

一
一
一

良
良
良
一

良
一
良
良
一
良
一
一
一



使用機器:50OV メナ1ソ製造考瑠:横河電機総/型式 3213-23 卜h.03252S


